





















































































世 1)、山田亜由美 2)、奥村　潤子 2)
新人看護師の早期離職が問題となり、職場適応のため臨床では新人
看護師教育体制作りや人間関係形成に苦労している。大学と病院が
卒後キャリア支援を連携し実施することで、離職防止につなげたい
と考え、以下の卒後支援活動に取り組んだ。1．卒業生の相談窓口
の設置（学生）A大学学務課に学生・キャリア支援係が相談窓口と
なることを学生に周知する。情報を集約にあたっては、個人情報の
取扱いや秘守義務について十分配慮する。B専用メールアドレスと
QRコードを作成し、HP上に掲示する。C卒業生から相談希望があっ
た場合、学生の希望教員・チューター等へ連絡調整する。D大学か
らの病院訪問による相談支援（平成22年度から卒業生が多く就職す
る病院へ定期的な訪問）２．就職先からの情報収集病院と卒業生の
状況確認や休職・退職者の情報交換を行い支援体制について検討す
る。病院への訪問は年1～３回行った。訪問時期は就職後3～４ヶ
月経過した頃、夜勤に入り独り立ちが目標となっている頃、1年が
経過しようとする頃とした。1回目は個別面接で、職場適応への状
況の確認と不安への相談が中心となった。2回目は1回目の面談で
フォーローが必要と思われる新人看護師を対象に面談をした。3回
目は1年間で成長した過程を褒めることを中心とした。3回の訪問で
課題や問題となった事柄は看護部と相談し、大学ができる支援と病
院ができる支援を確認し情報交換しながら継続支援を行った。問題
や課題のある新人看護師は2年目も継続して支援を行った。
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学校評価の推進　学校関係者評価を実施して
姫路赤十字病院　看護専門学校
○柳
やなぎ
　めぐみ、山田　道代、松井　里美、藤田美佐子、
　名村かよみ、藤元由起子、西谷　由子、井上　恵実、
中島　啓子、内海　尚美、中林　朝香、藤後　栄一
看護師等養成所における学校評価の実施については、平成19年６月
に学校教育法上、平成23年３月「看護師等養成所の運営に関する指
導要領について」の一部改正等により看護教育制度上においても、
一部実施・公表が義務化された。日本赤十字社においても、赤十字
の特色ある教育内容の充実を図ることを目的に、赤十字共通の指針
を作成し、平成19年度より「自己点検」・「自己評価」の実施および
公表を推進してきた。さらに文部科学省に準じ、平成23年12月「日
本赤十字社学校評価ガイドライン」が策定され、「学校関係者評価」
を実施することが追加され、保護者の参加が必須となった。本校に
おいても、ガイドラインに則り、平成24年3月に初めて保護者全員
に案内をし、有志7名の参加者による学校関係者評価を開催した。
さらに保護者会会則、学校関係者評価規程を作成した。又、8月に
初めて保護者会を開催し、全学年で24名の参加があった。学校評価
結果や保護者アンケートの結果、各学年の様子を説明した。その後、
教師も参加して学年毎にグループで懇談会を行った。平日の午後の
開催で参加者が少なかったため、平成25年度は、開催日の希望アン
ケートで一番多かった土曜日に開催予定である。又、平成24年度よ
り各学年2名の保護者役員を決定し、保護者役員による学校関係者
評価、さらに他校の教員による第3者評価も実施した。保護者役員
が学校評価について全体を理解するのは困難であり、年度運営方針
に基づいて、項目を絞って説明を行った。今後、学校関係者評価に、
地域住民や講師代表等の参加を検討、保護者の学校理解を推進する
ために、オープンスクール等も考えていきたい。
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